
当社では、広報誌「News Letter」と「サスティナビリティ
レポート」の内容を組み合わせた新しい広報誌を作成す
る運びとなりました。
それに伴い、「サスティナビリティレポート����」は移行
期間のものとして、過年度よりも内容を縮小しておりま
す。新たな広報誌にご期待くださいませ。

事業所ごとの2023年度CSR・CSV実績

企業、団体、学生、教育施設など多種多様な主体の生物多様性へ
の取り組みをサポートし、森づくり、貝の教室、アイヌ文化体験、博
物館講座など、当社が提供する自然環境調査技術とデータを活用
した教育プログラムを多数開発・実施しました。

大学生向けに沢登りや木登り体験のサポートを行い、小学生向け
には昆虫観察会や猛禽類の講座を実施するなど、学生向けの普及
啓発活動に関わりました。

公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会との共同事業として、
全国高校生「地域の自然」甲子園（ネイチャー甲子園）を実施しま
した。このプログラムでは、全国の高校生が地域の自然や生業につ
いて考え、動画制作や生きもの調査を通じて地域活性化や環境保
全に取り組むことで、郷土愛や現代の課題に対応する力を育む
きっかけを作りました。

企業所有の緑地における学生主体の県民モニタリング調査におい
て、調査の技術指導や種の同定をサポートしました。これにより、
企業の生物多様性への取り組みに貢献するとともに、将来の人材
づくりにも寄与しました。

鳥類のモニタリング手法としての活用を目指し、バードバスおよび
バードフィーダを都市部のビオトープに簡易的に設置し、鳥類など
の利用状況を調査しました。

中国地方の行政主催による環境体験講座、外来種講習会、ワーク
ショップ、展示作成などの普及啓発業務を多数担当し、地域の皆さ
まが地域の自然を学ぶ機会を提供しました。

オフィスビルや大学に「Bee Hotel」を設置し、利用昆虫を調査しま
した。また、道の駅や公園のビオトープ、小学校の周りで観察会や学
習会を実施するなど、生活利用空間の生物多様性について普及啓
発活動を行いました。



環境マネジメント2023年度の実績

商　号：株式会社 地域環境計画　
設　立：����年�月�日　  資本金：�,���万円　  社員数：���名　
事業内容：自然環境調査，GISによる情報整備･分析，

鳥獣被害対策･物販，環境教育･観察会の企画運営，
企業の生物多様性の取り組み支援，
自治体の計画策定支援など　

・ 対象期間：����年度（����年�月�日～ ����年�月��日）
なお、一部報告対象期間後に発生した事項に関する情報を含みます。

・ 対象範囲：右図に示す当社組織における活動　
・ 参考にしたガイドライン：環境報告ガイドライン����年版

・グループ会社：株式会社エスアイエイ環境事務所（栃木県）

https://www.chiikan.co.jp/

（����年�月現在）
― 当社組織図 ―

・経営管理部
・経営推進部

・企画開発部
・プロダクト営業部

・自然環境研究部
・環境共生推進部
・野生生物管理部
・北海道支社
・東北支社
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地域の緑化に参加し、道路の植樹帯に花植え。
北海道自生種のタネを採取し、今後の緑化に活用。

看板・種名板を設置し、地域と繋がる花壇づくり。
モニタリングも実施。

玄関横・壁面で
稲・パッションフルーツ・綿花を栽培。

ベランダで季節彩る植物を栽培、
小さな水辺ビオトープも。

壁面でキュウリとゴーヤを栽培、
訪花する昆虫を把握。

地域環境計画 サスティナビリティレポート ����
����年��月発行

事業所周辺の緑化活動を行い、
安全でレジリエントのある
持続可能な都市空間を実現する。

事業で使用する事務用紙を
グリーン購入法適合再生紙に
転換する。

事業所ごとに設定した
適合再生紙購入割合目標を達成する。

各事業所における
CSRの取り組みを
検討・計画し、実施する。

・全社CSR活動１件
（「ネイチャー甲子園����決勝大会」の
　社外内への告知・広報活動）

・事業所単位CSR活動４件
（継続活動案件を含む）

省エネルギー(事業所内の電気使用量)の
取り組みを着実に実施し、
削減する。

����年度の使用量を維持する。

持ち寄りの苗、河川敷で回収した園芸種で
空間の利用を改善。

北海道

九州

東京東北

名古屋 中四国


